
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し

－
中
国
の
穀
物
需
給
を
中
心
に
Ｉ

Ｉ
は
じ
め
に

　
今
年
度
か
ら
、
当
農
林
水
産
政
策
研
究
所

で
は
、
農
林
水
産
省
の
政
策
課
題
に
よ
り
機

動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
従
来
の
部
・
室

制
か
ら
、
国
際
領
域
、
食
料
領
域
、
農
業
・

農
村
領
域
の
３
領
域
（
グ
ル
ー
プ
）
と
研
究

課
題
ご
と
の
チ
ー
ム
制
に
移
行
し
た
。

　
ま
た
、
1
9
年
度
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、

行
政
部
局
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
的
確
に
応
え
る

た
め
、
担
当
部
局
と
政
策
研
の
連
携
の
下
、

い
わ
ば
両
者
の
共
同
責
任
の
形
で
、
実
行
に

移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
年
は
、
来
年
度
の
第
４
合
同
庁
舎
へ
の

移
転
を
前
に
し
て
、
政
策
研
が
行
政
の
ニ
ー

ズ
と
期
待
に
い
か
に
的
確
に
応
え
て
い
く
か

が
問
わ
れ
る
年
で
あ
り
、
我
々
一
人
一
人
の

責
任
は
垂
く
、
所
を
挙
げ
て
、
一
致
協
力
し

て
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
さ
て
、
1
9
年
度
の
研
究
課
題
の
一
つ
に
世

界
の
食
料
需
給
見
通
し
の
問
題
が
あ
る
が
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
も
、
昨
年

来
特
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
見
て
き
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
自
分
な
り
に

整
理
し
た
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
事
実
関

係
以
外
の
記
述
は
、
農
林
水
産
省
の
公
式
見

解
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

Ｉ
世
界
の
食
料
需
給
問
題

　
近
年
の
原
油
高
、
バ
イ
オ
燃
料
の
需
要
の

急
増
、
干
ば
つ
等
の
影
響
を
受
け
て
、
世
界

の
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
在
庫
は
1
9
7

0
年
代
初
め
の
需
給
逼
迫
時
以
下
に
低
下
す

る
と
共
に
、
こ
の
１
年
間
で
２
倍
前
後
ま
で

高
騰
す
る
な
ど
、
世
界
の
穀
物
情
勢
が
逼
迫

基
調
に
推
移
し
て
、
今
年
度
の
作
柄
如
何
に

よ
っ
て
は
、
さ
ら
に
逼
迫
基
調
を
強
め
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
情
勢
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
大
の
要
因
の
一
つ
が
、
地
球
温
暖
化
防

止
等
の
た
め
の
バ
イ
オ
燃
料
の
需
要
の
高
ま

り
で
あ
り
、
米
国
で
の
バ
イ
オ
燃
料
の
現
在

の
消
費
量
が
4
0
数
億
ガ
ロ
ン
で
あ
る
の
に
対

し
、
今
後
、
2
0
1
2
年
に
7
5
億
ガ
ロ
ン
の

義
務
目
標
を
設
定
す
る
と
共
に
、
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
の
年
頭
教
書
で
打
ち
出
さ
れ
た
1
0
年

後
の
目
標
３
５
０
億
ガ
ロ
ン
（
Ｉ
ガ
ロ
ン
＝

約
３
、
７
８
５
リ
ッ
ト
ル
）
に
向
け
て
の
国

を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
姿
勢
が
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
穀
物
価
格
の
高
騰
に
拍
車
を
掛
け
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
首
脳
会

議
で
2
0
2
0
年
に
運
輸
燃
料
の
1
0
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
バ
イ
オ
燃
料
使
用
の
義
務
的
目

標
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。

　
バ
イ
オ
燃
料
と
穀
物
生
産
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る

が
、
本
稿
で
は
、
今
年
１
月
に
、
当
研
究
所

の
山
下
憲
博
主
任
研
究
官
と
共
に
中
国
を
訪

問
し
、
中
国
政
府
関
係
研
究
機
関
の
専
門
家

と
意
見
交
換
し
て
き
た
こ
と
、
今
年
３
月
か

ら
、
農
林
水
産
省
で
国
際
食
料
問
題
研
究
会

が
設
置
さ
れ
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
需
給
状
況

に
つ
い
て
議
論
す
る
場
に
私
白
身
も
参
加
す

る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

で
知
り
得
た
情
報
を
基
に
、
中
国
の
飼
料
穀

物
の
需
給
を
中
心
に
整
理
し
て
み
た
い
。

Ｉ
中
国

　
中
国
に
つ
い
て
は
、
1
9
9
5
年
に
レ
ス

タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
誰
が
中
国
を
養
う
の

か
」
を
発
表
し
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に

急
速
に
伸
び
て
い
く
穀
物
需
要
に
国
内
生
産

が
追
い
つ
か
ず
、
２
億
～
３
億
ト
ン
程
度
の

穀
物
を
輸
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
衝
撃

的
、
悲
観
的
見
方
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
一
方
で
は
、
中
国
人
の
食
生
活
は
、

肉
類
消
費
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
、
穀
物

生
産
は
、
単
収
の
伸
び
に
よ
っ
て
基
本
的
に

農
林
水
産
政
策
研
究
所
長
小
西
　
孝
蔵

は
需
要
に
追
い
つ
き
自
給
が
可
能
だ
と
す
る

楽
観
的
見
方
も
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
、
私
は
、
今
後
の
国
際
価
格
や
為
替

レ
ー
ト
の
動
向
、
経
済
政
策
（
市
場
経
済
・

自
由
貿
易
政
策
）
に
も
よ
る
が
、
将
来
的
に

は
、
相
当
程
度
の
飼
料
穀
物
の
輸
大
の
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
と
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、

大
き
く
い
っ
て
次
の
３
つ
の
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

①
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
と
経
済
成
長
と

共
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
食
生
活
の
急
速

な
変
化
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
乳
製
品
も
含
め

畜
産
物
の
消
費
は
さ
ら
に
大
幅
に
増
加
、
加

工
・
工
業
用
需
要
も
大
き
く
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
こ
と

②
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
主
産
地
で
あ
る
古
林
省

等
に
お
い
て
は
、
雨
量
が
少
な
く
、
干
ば
つ

常
襲
地
帯
で
、
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
て
お
ら

ず
、
巨
額
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
環
境
へ
の
配

慮
な
し
に
は
単
収
の
大
幅
な
伸
び
は
期
待
し

に
く
い
こ
と

③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
後
の
食
料
貿
易
政
策
の
大

き
な
変
化
を
背
景
と
し
て
、
国
民
の
主
食
で

あ
る
米
麦
、
特
に
コ
メ
は
自
給
体
制
を
維
持

す
る
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

飼
料
穀
物
に
つ
い
て
は
、
工
業
国
と
し
て
の
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経
済
発
展
、
市
場
経
済
・
貿
易
自
由
化
へ
の

流
れ
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
全
体
と
し
て
は

輸
入
依
存
度
を
高
め
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

こ
と
　
以
下
、
こ
の
三
つ
の
要
因
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
見
て
み
た
い
。

〈
「
－
〉
　
　
需
要

　
ま
ず
、
農
村
の
所
得
は
都
市
の
そ
れ
に
比

べ
る
と
３
分
の
Ｉ
以
下
で
、
肉
類
の
消
費
は
、

６
割
程
度
、
牛
乳
の
消
費
は
６
分
の
１
程
度

(2005年)

　　　　(単位：キロノ人)

第１表　中国の都市と農村の食料消費の格差

と
な
っ
て
い
る
（
第
１
表
）
。
都
市
の
肉
類
消

費
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
も
人
口
の
６
割
を
占

め
る
農
村
で
の
所
得
が
伸
び
れ
ば
、
農
村
の

肉
類
消
費
は
、
豚
肉
、
牛
肉
や
鶏
肉
を
中
心

に
ま
だ
相
当
程
度
増
え
、
と
り
わ
け
牛
乳
は

大
幅
に
伸
び
る
こ
と
を
予
想
す
る
中
国
人
研

究
者
も
多
い
（
2
0
年
程
度
先
の
中
長
期
に
つ

い
て
み
れ
ば
、
一
人
あ
た
り
肉
類
消
費
量
は

１
・
５
倍
程
度
、
一
人
あ
た
り
牛
乳
消
費
量
は
、

３
～
４
倍
程
度
に
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
）
。

　
一
部
で
は
、
中
国
人
の
肉
類
消
費
が
飽
和

都市住民 農村住民 格差(都市/農村)

食　糧 77.0 208.9 0.4

野　菜 118.6 102.3 １．２

植　物　油 9.3 4.9 1.9

肉　類　計 32.8 20.8 1.6

豚　肉 20.2 15.6 1.3

牛羊肉 3.7 1.5 2.5

家禽肉 9.0 3.7 2.4

家　禽　卵 10.4 4.7 2.2

水　産　物 12.6 4.9 2.5

新　鮮　乳 17.9 2.9 6.3

果　　　物 56.7 17.2 3.3

人　□(万人) 56,212 74,544 ４：６

状
態
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
あ

る
が
、
少
な
く
と
も
、
農
村
部

で
は
そ
う
で
な
い
と
い
う
点
を

考
慮
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
中
国
人
の
一
人
あ
た

り
肉
類
消
費
が
年
間
5
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
程
度
で
、
日
本
人
の
肉
類

消
費
水
準
（
4
4
に
昭
）
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
以
上
伸

び
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
よ

　
　
　
　
　
う
だ
が
、
同
じ
中

データ：中国統計年鑑2006

（注1）食糧の都市は精米等加工後重量，農村は原糧重量。

（注2）食糧には穀物と豆類及びいも類（重量1/5換算）を含む。

（注3）都市住民の数値は年間購入量。

　　　　　　第２表中国のトウモロコシ需給表（推計値）　　（単位：万トッ）

年 2001 2002 2003 2004 2005 2006

生産量 11,409 12,131 11,583 13,029 13,700 14,000

消費量 11,400 11,609 11,818 12,400 13,300 13,900

輸出量 600.0 1,167.5 1,639.1 232.4 861.0 400.0

輸入量 3.9 0.8 0.1 0.2 0.4 10.0

ツト,ＦＡＯＳＴＡＴ等による推計。

資料：中国農業発展報告2005

（注）消費量は，中国穀物ネット，中華糧食ネ

国
系
で
あ
る
台
湾

で
は
7
7
㎏
、
香
港

で
は
１
１
５
㎏
と

高
水
準
に
達
し
て

い
る
こ
と
か
ら
見
て
、

所
得
向
上
と
共
に

食
生
活
の
変
化
に

よ
っ
て
、
将
来
、

台
湾
や
香
港
並
み

に
な
る
可
能
性
は

120

その他

豚肉

100

十
分
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
が
国
と
の
比
較
で
い
え
ば
、

肉
類
と
魚
介
類
と
の
合
計
で
見

る
と
、
一
人
あ
た
り
年
間
消
費

量
は
、
日
本
は
１
０
５
㎏
に
対

し
、
中
国
は
7
7
㎏
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
（
第
１
図
）
。

　
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
国

で
魚
食
文
化
の
伝
統
が
あ
る
の

に
対
し
、
北
京
を
中
心
と
し
た

中
国
北
部
、
西
部
は
、
大
陸
型

の
肉
食
文
化
の
伝
統
が
あ
る
こ

６３

４２

38

　
０
　
　
０
　
　
０

　
０
０

C
D

-
＾

㎏
／
年
間
１
人
当
た
り

2422

１２

20

　0

日
　
本

韓
　
国

シ
ン
ガ

ポ
ー
ル

香
　
港

台
　
湾

中
　
国

東アジア諸国の1人あたり肉類消費量(2005年)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典:FAOSTAT

第１図

と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
こ
の
点
に
関

し
、
北
京
の
ス
ー
パ
ー
で
肉
の
ブ
ロ
ッ
ク
が

店
頭
に
列
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
ブ
ロ
ッ
ク
の
量

り
売
り
で
肉
を
買
っ
て
い
く
消
費
者
を
多
く

み
か
け
た
の
は
興
味
深
か
っ
た
）

　
飼
料
用
需
要
及
び
加
工
用
需
要
を
合
わ
せ

た
総
消
費
量
は
、
過
去
５
年
間
で
約
１
・
２

倍
に
増
加
し
、
年
平
均
４
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

の
伸
び
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
傾
向

は
、
右
記
理
由
に
よ
り
当
面
続
く
も
の
と
思

わ
れ
る
（
第
２
表
）
。

７
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世界の食料需給見通し

〈
２
〉
生
産

　
中
国
の
飼
料
穀
物
の
単
収
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
５
・
３
ト
ン
で
あ
る

が
、
米
国
の
約
６
割
程
度
で
、
今
後
大
幅
に

単
収
が
伸
び
る
余
地
が
あ
る
と
と
も
に
、
水

資
源
に
つ
い
て
は
、
洪
水
の
心
配
は
あ
っ
て

も
、
水
資
源
の
制
約
に
よ
る
穀
物
へ
の
影
響

は
余
り
な
い
と
し
て
、
需
要
の
伸
び
に
見
合

う
生
産
拡
大
は
十
分
可
能
と
す
る
見
方
が
あ

る
。
し
か
し
、
私
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か

ら
そ
う
い
う
見
方
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

①
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
の
最
も
多
い
古
林

省
は
、
年
間
降
雨
量
が
４
０
０
～
８
０
０
皿
ど

少
な
く
（
米
国
中
西
部
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
地
帯

の
半
分
程
度
）
か
つ
干
ば
つ
の
常
襲
地
帯
で

あ
る
な
ど
、
中
国
北
部
で
は
水
資
源
の
制
約

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
し
、

他
方
南
部
は
、
水
は
豊
富
で
も
稲
作
地
帯
で

あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
は
自
給
白
足

程
度
に
と
ど
ま
り
、
単
収
も
低
い
。

　
ま
た
、
中
国
で
は
、
す
で
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
品
種
が
全
国
的
に
普
及
し
て
お
り
、
今
後

画
期
的
な
品
種
改
良
や
巨
額
の
潅
が
い
施
設

投
資
な
ど
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
単
収
の
大

き
な
仲
び
は
期
待
で
き
な
い
。

　
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
収
量
向
上
の
効
果

が
明
確
で
な
い
こ
と
や
、
安
全
性
の
懸
念
が

強
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
綿
花
の
み
に

導
入
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
食
用
、
飼
料
用

に
積
極
的
に
導
入
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
現
に
こ
こ
数
年
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
単
収
に
つ
い
て
は
、
伸
び
悩
み

が
見
ら
れ
る
。

②
中
国
の
耕
地
面
積
は
、
農
地
の
潰
廃

な
ど
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
（
2

0
0
4
年
に
１
億
2
0
0
0
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
あ
っ
た
耕
地
面
積
が
、
今
世
紀

半
ば
に
は
１
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
に
減

少
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
）
、
飼
料

穀
物
に
つ
い
て
一
部
多
毛
作
化
を
図
る

こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
作
物
間
の

相
対
的
な
価
格
の
有
利
性
が
生
じ
な
い

限
り
大
幅
な
作
付
け
面
積
の
拡
大
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
前
後
に
大
豆
の
輸
入
が

自
由
化
さ
れ
、
輸
入
量
は
著
し
く
増
加

し
た
。
近
年
で
は
、
国
内
需
要
の
約
６
割
、

3
0
0
0
万
ト
ン
近
い
大
豆
が
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
第
２
図
）
。

　
国
内
の
研
究
者
の
間
に
も
、
「
経
済

成
長
を
続
け
る
中
で
の
食
糧
生
産
の
維

持
は
難
し
い
課
題
。
食
糧
の
国
内
自
給
と
価

格
競
争
力
の
維
持
の
両
立
は
至
難
の
状
況
と

も
い
え
る
」
　
（
当
研
究
所
・
河
原
昌
一
郎
上

席
主
任
研
究
官
が
中
国
農
業
情
勢
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
い
て
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
食
糧

政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料
「
中

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
と
食
糧
政
策
」
を
参
照
）

と
の
指
摘
が
あ
る
。
中
国
は
、
工
業
製
品
等

で
外
貨
を
獲
得
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、

国
民
の
主
食
で
あ
る
米
麦
特
に
コ
メ
に
つ
い

て
は
国
内
自
給
体
制
を
堅
持
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
国
の
経
済
政
策
が
、
市
場
経
済
・
自

由
貿
易
体
制
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
比
較
優

ＷＴＯ加盟
万トン

/‾

　　　大豆

－●一植物油
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　　　資料：中国農業発展報告2006

第２図

位
の
経
済
原
則
か
ら
み
て
国
際
競
争
力
が
必

ず
し
も
あ
る
と
も
い
え
な
い
飼
料
穀
物
に
つ

い
て
は
、
い
つ
ま
で
も
高
い
自
給
率
を
維
持

す
る
政
策
を
続
け
る
の
か
疑
問
が
の
こ
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
、
小
麦
と
同
様

関
税
割
当
制
度
を
と
っ
て
い
る
が
、
将
来
、

国
内
需
要
に
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
在
庫
も

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
関
税
割
当
を
拡
大

し
て
も
輸
入
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
飼
料
穀
物
の
需
給
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
中
国
政
府
の
関
係
研
究
機
関
の
何

人
か
の
専
門
家
か
ら
も
同
様
の
意
見
が
あ
っ

た
。

〈
３
〉
　
今
後
の
需
給
見
通
し
分
析

　
2
0
0
6
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

農
業
見
通
し
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
2
0
1
5

年
度
の
粗
粒
穀
物
の
消
費
量
は
１
億
7
0
0

6
万
ト
ン
で
、
2
0
0
6
年
度
の
消
費
量
の

1
9
％
増
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
2
0

1
5
年
度
の
輸
入
量
は
５
５
８
万
ト
ン
で
、

同
年
度
の
消
費
量
の
３
％
と
見
込
ま
れ
て
い

る
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
土
）
。

　
し
か
し
、
右
記
〈
・
‐
〉
と
〈
２
〉
を
踏
ま
え

れ
ば
、
消
費
の
伸
び
は
、
農
村
部
の
所
得
向

上
や
工
業
用
需
要
の
伸
び
も
踏
ま
え
る
と
控

え
め
過
ぎ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
輸
入

量
の
予
測
も
伸
び
が
や
や
緩
や
か
過
ぎ
る
可

能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
デ
ー
タ
の
信
憑

性
に
は
、
や
や
疑
問
が
あ
る
が
、
中
国
政
府

の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
2
0
0
1
年
か
ら

2
0
0
6
年
ま
で
の
５
年
間
の
消
費
量
の
伸

び
は
１
億
1
4
0
0
万
ト
ン
か
ら
１
億
3
9

0
0
万
ト
ン
ヘ
と
2
2
％
の
伸
び
、
年
率
に
換

算
す
る
と
年
平
均
４
・
４
％
で
増
加
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
ま
た
、
中
国
業

界
筋
の
短
期
的
需
要
予
測
に
よ
れ
ば
、
粗
粒

穀
物
の
需
要
の
年
増
加
率
は
、
当
面
５
％
を

上
回
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
生
産
量
の
方
は
、
最
近
５
年
間

の
単
収
の
伸
び
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
作
付
面
積
は
僅
か
ず
つ
し
か
増
加
し
な

い
と
い
う
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
産
量
が
年
率
２
％
程
度
の
増
加
し
か
見
込

め
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
（
山
下
「
２
」
）
。

８

?百雄吐F沢ａ庇Ｗ No.24



　
こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
れ
ば
、
数
年
後

に
は
、
在
庫
を
取
り
崩
し
て
飼
料
穀
物
の
純
輸

入
国
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
価
格
に
よ
る
需
給
調
整
を
捨
象

し
て
、
今
後
も
、
需
要
が
年
率
３
～
５
パ
ー

セ
ン
ト
で
伸
び
続
け
、
生
産
が
２
パ
ー
セ
ン

ト
程
度
に
と
ど
ま
る
と
単
純
に
仮
定
す
る
と
、

1
0
年
後
に
は
、
需
要
の
１
～
３
割
程
度
、
す

な
わ
ち
１
千
万
か
ら
数
千
万
ト
ン
の
飼
料
穀

物
の
輸
入
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
な
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
単
純
な
仮
定
の
下
で
の
計

算
だ
が
、
全
体
の
需
要
量
が
日
本
の
1
0
倍
程

度
の
大
き
な
規
模
な
の
で
、
Ｉ
パ
ー
セ
ン
ト

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
だ
け
で
国
際
市
場

へ
与
え
る
影
響
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と

だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

6.00

5.00

4.00

3.00

2.00

実績値

傾向値
1.00

　
ま
た
、
天
候
等
を
原
因
と
す
る
短
期
的
な

粗
粒
穀
物
の
単
収
の
変
動
に
つ
い
て
、
過
去

の
実
績
を
み
る
と
、
第
３
図
の
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
年
々
豊
凶
変
動
を
繰
り
返
し
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
回
帰
分
析
に
よ
り
、
こ

の
単
収
の
傾
向
値
と
実
績
値
の
か
い
離
の
平

均
値
（
標
準
偏
差
）
を
求
め
、
2
0
0
4
～

2
0
0
6
年
の
平
均
栽
培
面
積
に
乗
じ
る
と
、

統
計
的
に
は
、
毎
年
平
均
し
て
±
9
4
0
万

ト
ン
程
度
の
豊
凶
変
動
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
え
る
。
今
後
も
地
球
温
暖
化
等
を

背
景
に
単
収
の
変
動
が
継
続
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
短
期
の
豊
凶

変
動
に
つ
い
て
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
（
第
３

回
国
際
食
料
問
題
研
究
会
に
お
け
る
上
林
委
員
提

出
資
料
参
照
）
。

2000　　　　2005

　年　　　　　年
1995
　年

1990

年

0｡00　1

　　　1985

　　　　年

　　　　　　第３図　中国の粗粒穀物の単収の推移

資料:ＯＥＣＤ¨ＯＥＣＤ Agricultural Outlook 2006-201 5 Database",

　　　Paris 2006

注（１）回帰分析の結果

　　期間:1985-2005

　　推定結果：中国の粗粒穀物単収= 2.253076十〇.076787 X TREND

　　　（ＴＲＥＮＤは1970=1,毎年の増加量を1とする指数）

　　調整済決定係数(Adjusted R2）:0.6715

　　標準偏差:0.329211

　　（2）生産量の変動予測量の推定

　　2004-2006年の中国の粗粒穀物の平均収穫面積は，28,599千ha

　　であるので，±0.329211×28,599 =±9,415千トン

　　したがって，トレンド予想より，平均して9,415千トンの豊凶

　　変動が年々生じる可能性がある

Ｉ
イ
ン
ド

　
中
国
に
次
い
で
人
口
大
国
で
あ
る
イ
ン
ド

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
詳
述
を
避
け
る
が
、

人
目
の
７
割
強
が
農
村
人
口
で
あ
る
こ
と
、

農
村
の
所
得
（
純
収
入
額
）
は
、
都
市
の
約

半
分
で
あ
る
こ
と
、
乳
製
品
、
肉
、
卵
及
び

魚
に
対
す
る
消
費
支
出
は
、
農
村
が
都
市
の

半
分
な
い
し
３
分
の
２
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
見
て
、
宗
教
的
、
地
域
的
要
因
な

ど
中
国
と
は
異
な
る
面
が
あ
る
も
の
の
、
全

体
的
に
は
、
所
得
の
向
上
及
び
食
生
活
の
欧

風
化
等
に
よ
っ
て
、
鶏
肉
な
ど
を
中
心
に
畜

産
物
の
消
費
及
び
粗
粒
穀
物
の
需
要
は
、
伸

び
が
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
、
イ
ン
ド
の
穀
物
の
生
産
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
コ
メ
、
小
麦
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
濯
が
い
農
業
の
拡
大
に
よ
っ
て
増
産

を
図
っ
て
き
て
い
る
が
、
粗
粒
穀
物
の
主
産

地
で
あ
る
中
部
・
西
部
に
お
い
て
は
、
水
資

源
に
恵
ま
れ
ず
、
今
後
莫
大
な
濯
が
い
等
の

農
業
投
資
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
大
幅
な
増

産
は
期
待
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
需
給
の
事
情
や
イ
ン
ド
農
業
の

専
門
家
の
見
方
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
、
イ

ン
ド
の
経
済
政
策
、
農
村
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

国
際
価
格
の
動
向
い
か
ん
に
も
よ
る
が
、
根

粒
穀
物
の
消
費
の
伸
び
に
生
産
が
追
い
つ
か

ず
、
中
長
期
的
に
は
、
飼
料
穀
物
な
い
し
肉

類
を
輸
入
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

圃
今
後
の
方
向

　
今
後
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、

米
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
生
産
国
も
入
れ
た

世
界
全
体
の
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
総
合
的

な
分
析
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ブ
ラ

ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
穀
物
の
潜
在
生

産
力
を
有
す
る
国
で
は
、
穀
物
価
格
の
高
騰

に
よ
り
生
産
と
輸
出
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
今
年
度
、
当
研
究
所
で
は
、
中
国
の
研
究

機
関
か
ら
食
料
需
給
の
専
門
家
を
招
き
研
究

交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
米
国

や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
バ
イ
オ
燃
料
需
給
の
動

向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
省
官
房
、
関
係
部

局
等
と
の
連
携
の
下
で
、
世
界
の
需
給
見
通

し
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
中
で
も
、
飼
料
穀
物
の
国

際
需
給
は
、
当
然
、
代
替
作
物
で
も
あ
る
小

麦
、
大
豆
の
需
給
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

の
で
、
そ
の
相
互
関
連
を
見
な
が
ら
穀
物
全

体
の
需
給
を
分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
世
界
の
食
料
需
給
の

見
通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
我
が
国
の
食
料

の
安
定
供
給
を
ど
う
確
立
さ
せ
て
い
く
の
か
、

バ
イ
オ
燃
料
の
増
産
と
も
併
せ
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
、
大
豆

や
飼
料
穀
物
な
ど
の
輸
入
に
よ
る
中
国
の
国

際
市
場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
可
能
性
も
み
な

が
ら
、
食
料
の
安
定
供
給
体
制
を
ど
う
構
築

す
る
か
な
ど
、
関
係
業
界
、
団
体
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
我
が
国
の
あ
る
べ
き
食
料
政
策

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て

い
る
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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